
事例３ 学級活動（３）一人一人のキャリア形成と自己実現 

「イ 社会参画意識の醸成や勤労観・職業観の形成」の事例 

○学年    第２学年 

○主な内容  働く理由について考えることの指導 

○事例のポイント 

 ①小中連携を意識してキャリア・パスポートを活用する。 

 ②活動を効率的に進めるためにＩＣＴ機器を積極的に活用する。 

 ③他者の意見と自分の意見を比較検討し、考えを深めることができる機会を確保する。 

 

１ 題材 「働く理由」 

 

２ 生徒の実態と題材設定の理由 

本学級の生徒は、小学校低学年では街探検活動において、身近な仕事に就いている大人につ

いて学び、中・高学年ではインフラ施設や自動車工場の社会科見学及び伝統工芸のものづくり

体験などを通して、職業及び仕事についての理解を深めた。中学校１学年での進路・キャリア

学習では「職業理解」をねらいとし、総合的な学習の時間とリンクさせて、興味のある職業に

ついての調べ学習や、職業新聞づくり、調べた職業についての発表（プレゼンテーション）に

取り組んだ。 

本時の事前アンケートの結果では「大人になったら働かなければならいこと」を「知識」と

して理解しているが、「なぜ働かなければならないのか？」という疑問に対しては「お金のため」

という考えをもっている生徒が多いことが分かった。 

本題材では、小学校で学んできた内容をさらに発展させていくことを意識して指導を行う。

これまでの積み重ねを意識できるよう、本題材ではキャリア・パスポートを活用する。その上

で、事前アンケートの結果を生かして、「なぜ働くのか」という本質的な問いに、学級での話合

いを通してより深く考えられるようにしていく。また、働く意義、働く理由の多様さを理解で

きるようＩＣＴ端末を活用して、グループの考えを共有していく。こうした学習活動を通して、

社会体験活動への意欲を高めていきたい。 

 

３ 評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者として

の思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

社会の中で自分の役割を果た

しながら、自分らしい生き方を

実現していくことの意義を理解

している。 

現在の学習と将来の社会・

職業生活とのつながりを考

え、自分らしい生き方の実現

を図るために、必要な知識及

び技能を身に付けている。 

自分らしい生き方の実現

に向け、現在の学習や将来

の進路についての課題を見

いだしている。 

主体的に学習に取り組

み、働くことや社会に貢献

すること、自己の将来につ

いて、適切な情報を収集し

て考え、意思決定して実践

している。 

将来の生き方を見通した

り、現在の生活や学習を振り

返ったりしようとしている。 

働くことと学ぶことの意義

を意識し、社会的・職業的自

立に向けて自己実現を図ろう

としている。 

 

４ 事前の指導 

生徒の活動 指導上の留意点 
◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

身近な大人へインタビュ

ーをする。 

 

・インタビューを通して、進

路学習への関心・意欲を高

められるようにする。 

 

◎進んでインタビューに取り組も

うとしている。 

 【態】（インタビュー用紙） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

働く理由について、事前

アンケートに答える。 

・アンケートを通して、働く

ことの意義についての自分

の考えを振り返り、本時の

学習への意欲を高める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎自らの考えを振り返ろうとして

いる。【態】（ＩＣＴアンケート

集計ツールへの記述内容） 

 

５ 本時の指導 

(1) ねらい 

働くことの意義について、話合いを通して多様な意見があることを理解し、自らの考えを

より深めたり、新たな価値を取り入れたりすることができるようにする。 

(2) 展開 

 生徒の活動 指導上の留意点 資料 
◎目指す生徒の姿 

【観点】(評価方法） 

導 

入 

 

10

分 

 

 

つ

か

む 

１ アンケート結果や

事前インタビューの

集計結果をもとに、

本時の内容を理解す

る。 

 

 

 

 

 

２ 本時のめあてを知 

 る。 

 

 

・アンケート結果やインタ

ビューの集計結果、キャ

リア・パスポートを提示

し、本時のねらいをつか

めるように指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・アンケート

およびイン

タビューの

集計結果 

 

・キャリア・

パスポート 

 

 

「人が働く理由」について考えよう。 

「働く理由」のアンケート（一部抜粋） 調査人数 ３０人 

アンケート項目 はい いいえ 

①将来就きたい職業がある １０ ２０ 

①で「はい」と答えた生徒

が希望する職業 

・プロスポーツ選手 ・会社員 

・医師 ・教師 ・看護師 

・技術者（エンジニア） など 

②働く理由と 

して考えて 

いること 

(複数回答) 

金銭 27 奉仕・社会貢献 12 

名誉 2 人との繋がり 15 

自己の向上 13 特技を活かしたい 10 

その仕事が好き 15 その他 0 

 

働く大人へのインタビューの結果（一部抜粋） 

インタビュー対象者の職種  ・会社員(営業) ・事務職員 ・販売員 ・会社役員 

・エンジニア ・小学校教員 ・介護士 ・看護師 

・幼稚園教諭 ・スポーツインストラクター 

その仕事で働く理由 ・家族を養うために働く ・仕事にやりがいがある 

・自分の専門性が活かせる・社会に貢献する 

・お金を稼ぐ      ・社会の一員としての義務 

 

  
編 P186指導計画作成の留意事項(4) 

事前アンケート 

事例のポイント② 

生徒がＩＣＴ端末を使ってア

ンケートを入力、管理ツール

を活用し集計をする。 

事例のポイント① 
キャリア・パスポートを活用
し、小学校からの学習の積み
重ねを意識づける。 

小学校の時は、今の希望と

は異なる職業に就きかった

ことを思い出しました。 

 



展 

開 

 

30 

分 

 

 

さ

ぐ

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

み 

つ 

け 

る 

 

３ 働く理由を選択肢

の中から三つ選び、

そのように選んだ理

由を入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 小グループで働く

理由について話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  働く理由につい

て、全体で話し合

う。 

 

 

 

 

６  働く理由につい

て、再度、考えや意

見を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＩＣＴ端末を操作し、理

由を選択肢の中から三つ

選び、最も重要と考える

ものを指定された場所に

入力させる。ドラッグア

ンドドロップ機能で、短

時間で入力できるように

設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・３人（または４人）グル

ープにして、それぞれの

グループ内で意見を発表

し、考えを交流する。そ

の後、自分の考えと比較

したり、発表者に質問な

どをしたりすることで考

えを深める。 

 

 

 

 

 

・全員の意見を画面一斉表

示し、多様な意見がある

ことを理解する。数名の

生徒の意見を取り上げ発

表させて、考えをより深

めることができるように

する。 

・結果を変えた生徒、変え

なかった生徒がそれぞ

れ、なぜそのような考え

をもったのか発表する。 

 

 

・ＩＣＴ端末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 P186指導計画作成の

留意事項(2) 

事例のポイント② 
考えを生徒用ＩＣＴ端
末に入力して、共有し
やすくする。 

事例のポイント② 
意見を一斉表示して、他者の考えと自分の考えの比較
が容易にできるようにする。 

事例のポイント③ 

全体の話合い結果を参考に考え

直す機会を設けることにより、他

者の意見と自分の考えを比較検

討し、自らの意見をより深められ

るようにする。 

経済（お金を稼ぐこと）は大事だか

ら１番に決めたけど、２番目、３番

目はどれを選ぶか迷います。 

 

・仕事を通して自分を成長させた 

 いから。 

・お金をもらえないと、生活して 

 いけないから。 

・自分の好きなことをして、仕事 

 を楽しみたいから。 

 

 



終 

末 

 

 

10 

分 

 

き

め

る 

７ 本時の内容を振り

返り、これからの活

動についての意思決

定をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・話合いの中で出てきた意

見をもとに、働く理由に

ついての自分の考えをま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・現在の社会情勢（職業の

多様化や転職数の増加な

ど、職業の流動化が顕著

になっていること）に触

れ、職業決定において、

働く理由が重要であるこ

とをおさえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＩＣＴ端末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎職業選択には、

各自が考える働

く理由が重要で

あることを理解

している。 

【知・技】 

 （ＩＣＴ端末） 

◎話し合ったこと

を生かして今後

の活動に向けて

具体的な意思決

定をしている。 

 【思・判・表】

（ＩＣＴ端末） 

 

６ 事後の指導 

生徒の活動 指導上の留意点 
◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

・社会体験活動の目標を決 

 める。 

・本時の意思決定した結果を、

社会体験活動の事前指導時に

生徒に提示し、活動を最後ま

で真剣にやり遂げることがで

きるように意識付けする。 

◎学んだ知識を意思決定に 

役立てようとしている。 

【態】（観察、目標用紙） 

 

【社会体験活動の目標例】 
・自分が希望したせんべいづくりでの職業体験ができないので正直嫌だなと思っていたけど、コ
ンビニエンスストアに商品を買いに来てくれるお客さんの役に立てるように、活動に真剣に取
り組みたい。 

・働く理由を授業で考えたことで、職業体験への興味がより高まった。ファミリーレストランで
働くことを通して、自分が働く理由を改めて考えたい。 

編 P186指導計画作成の

留意事項(4) 

 板書計画 


